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厳
し
い
状
況
だ
が
改
善
の
兆
し

　

食
品
関
係
企
業
の
景
況
動
向
な
ど
の

調
査
は
、全
国
の
約
七
〇
〇
〇
社
の
企

業
を
対
象
に
一
九
九
七
年
よ
り
年
二
回

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

食
品
関
係
企
業
の
景
況
Ｄ
Ｉ
は
、二

〇
一
七
年
上
半
期
以
降
、四
半
期
連
続

の
マ
イ
ナ
ス
値
、マ
イ
ナ
ス
幅
拡
大
と

な
り
、今
回
調
査
で
は
▲
一
四
・
三
と
な

り
ま
し
た（
図
1
）。

　

景
況
Ｄ
Ｉ
を
構
成
別
に
見
る
と
売
上

高
Ｄ
Ｉ
は
▲
一
〇
・
〇
、経
常
利
益
Ｄ
Ｉ

は
▲
二
三
・
五
、資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
は
▲

九
・
三
と
い
ず
れ
も
一
八
年
上
半
期（
前

回
調
査
）よ
り
マ
イ
ナ
ス
幅
が
広
が
り
、

食
品
関
係
企
業
の
厳
し
い
業
況
が
う
か

が
え
ま
す
。
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情報戦略レポート

　

一
九
年
上
半
期
見
通
し
は
、▲
六
・
三

と
な
り
ま
し
た
。一
六
年
上
半
期
か
ら

悪
化
の
一
途
で
し
た
が
、七
半
期
ぶ
り

に
上
昇
す
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
原
料
高
騰
や
人
口
減
が
影
響

　

地
域
別
の
景
況
Ｄ
Ｉ
を
見
る
と
、全

て
の
地
域
で
マ
イ
ナ
ス
値
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、地
域
ご
と
の
マ
イ
ナ
ス
値
の
幅

に
は
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
ま
す
。南
関
東

お
よ
び
近
畿
地
方
の
マ
イ
ナ
ス
値
が
小

さ
い
傾
向
の
理
由
と
し
て
は
、人
口
の
多

い
大
消
費
地
が
近
い
と
い
う
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、「
平
成
３
０
年
７

月
豪
雨
」の
影
響
が
強
く
出
た
と
考
え

ら
れ
る
中
国
地
方
の
低
下
が
目
立
ち
ま

す（
図
2
）。

　

経
年
変
化
と
し
て
は
、全
国
的
に
下

げ
基
調
に
あ
り
ま
す
が
、二
〇
一
九
年
上

半
期
は
全
て
の
地
域
に
お
い
て
Ｄ
Ｉ
が

上
昇
す
る
見
通
し
で
す
。特
に
北
海
道

と
南
関
東
に
つ
い
て
は
大
き
く
改
善
し
、

プ
ラ
ス
値
ま
で
回
復
す
る
見
通
し
と
な

り
ま
し
た
。

　

業
種
別
の
景
況
Ｄ
Ｉ
は
、製
造
業
が

▲
一
三
・
二
、卸
売
業
が
▲
一
七
・
八
、小

売
業
が
▲
一
一・
四
、飲
食
業
が
▲
一
六
・

五
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
飲
食
業
は
四
半
期
ぶ
り
に
悪
化

し
、マ
イ
ナ
ス
値
ま
で
大
き
く
低
下
し

ま
し
た（
図
3
）。こ
の
背
景
に
は
雇
用

不
足
な
ど
に
端
を
発
す
る
人
件
費
の
上

昇
が
大
き
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、一
九
年
上
半
期
見
通
し
は
全

業
種
で
上
昇
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
設
備
投
資
に
意
欲
的
姿
勢

　

販
売
数
量
Ｄ
Ｉ
は
▲
一
一
・
五
と
な

り
ま
し
た
。二
〇
一
六
年
下
半
期
よ
り

五
半
期
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
は
人
口
減
少
に
よ
る
消

費
の
減
退
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

販
売
価
格
Ｄ
Ｉ
は
一
一
・
〇
と
な
り

ま
し
た
。近
年
、継
続
的
に
プ
ラ
ス
値
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
、原
材
料
費

の
高
騰
な
ど
に
対
す
る
価
格
転
嫁
が
少

し
ず
つ
進
ん
で
い
る
も
の
と
見
ら
れ
ま

す
。

　

一
九
年
上
半
期
見
通
し
は
、販
売
数

量
Ｄ
Ｉ
が
▲
二
・
八
と
マ
イ
ナ
ス
な
が

ら
、前
期
よ
り
大
幅
に
回
復
し
、販
売
価

格
Ｄ
Ｉ
は
一
二
・
一
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で

プ
ラ
ス
値
を
維
持
す
る
と
い
う
結
果
に

な
り
ま
し
た（
図
4
）。

　

仕
入
れ
価
格
Ｄ
Ｉ
は
五
〇
・
二
と
な

り
、〇
九
年
下
半
期
よ
り
高
い
水
準
で

推
移
し
て
い
ま
す
。一
九
年
上
半
期
見

通
し
は
四
三
・
二
と
改
善
す
る
見
通
し

で
す
が
、高
い
水
準
は
継
続
し
、仕
入
価

格
は
今
後
も
上
昇
傾
向
で
推
移
す
る
見

込
み
で
す（
図
5
）。

　

雇
用
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、四
一
・
三
と
な

り
、や
や
不
足
感
が
緩
和
さ
れ
た
前
回

の
三
五
・
二
か
ら
一
転
、悪
化
の
動
き
で

す
。Ｄ
Ｉ
も
過
去
最
高
の
数
値
と
な
り
、

人
手
不
足
が
深
刻
な
状
態
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す（
図
6
）。

　

ま
た
、一
九
年
上
半
期
の
見
通
し
で

も
、四
二
・
〇
と
さ
ら
に
悪
化
傾
向
と

な
っ
て
お
り
、労
働
力
不
足
解
消
の
先

行
き
は
い
ま
だ
不
透
明
で
あ
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

設
備
投
資
Ｄ
Ｉ
の
一
九
年
当
初
見
通

し
は
七
・
〇
で
一
五
年
下
半
期
調
査
以

降
プ
ラ
ス
値
を
維
持
し
て
お
り
、こ
こ

数
年
は
設
備
投
資
に
対
し
て
、意
欲
的

で
積
極
的
な
経
営
姿
勢
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ま
す（
図
7
）。　
　
　

 

（
情
報
企
画
部
　
高
田 

圭
介
）

景況の悪化続く
四半期連続の
マイナス幅拡大

経常利益の悪化も継続

底堅い内外需要を背景に、ゆるやかな景気の回復が期
待される中、食品関係企業では引き続きマイナス幅拡
大となりました。結果の概要を紹介します。

●

―食品産業動向調査（２０１９年１月調査）―
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【
調
査
概
要
】

⃝

調
査
時
点
：
二
〇
一
九
年
一
月
一
日

⃝

調
査
方
法
：
郵
送
に
よ
り
調
査
票
を
配
付
し
、

郵
送
で
回
収

⃝

調
査
対
象
：公
庫
の
融
資
先
を
含
む
全
国
の
食

品
関
係
企
業（
製
造
業
、卸
売
業
、小
売
業
、飲

食
業
）　

六
九
一
八
社

⃝

有
効
回
収
数
：
二
四
二
六
社（
回
収
率
三
五
・

一
％
）。う
ち
、食
品
製
造
業
一
五
八
四
社
、食

品
卸
売
業
五
八
七
社
、食
品
小
売
業
二
〇
一

社
、飲
食
業
五
四
社

※
Ｄ
Ｉ（Diffusion Index = 

動
向
指
数
）は
、前
年

同
期
と
比
較
し
て
、「
増
加
す
る（
良
く
な
る
）」と

回
答
し
た
割
合
か
ら「
減
少
す
る（
悪
く
な
る
）」と

回
答
し
た
割
合
を
差
し
引
い
た
数
値
で
す
。

　

景
況
Ｄ
Ｉ
は
、売
上
高
Ｄ
Ｉ
、経
常
利
益
Ｄ
Ｉ
、　

資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
を
単
純
平
均
し
た
値
で
す
。

図1　景況ＤＩ（食品産業、製造業）および日銀短観の推移

図7　設備投資ＤＩの推移

図3　業種別景況ＤＩの推移

図4　販売数量ＤＩおよび販売価格ＤＩの推移
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図5　仕入れ価格ＤＩの推移
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義務化を背景に
進むＨＡＣＣＰ導入
農業参入動機は
原材料の安定確保

日本公庫は和歌山県と共同で、和歌山県内の漬物製
造事業者を対象に、ＨＡＣＣＰおよび農業参入への取
り組みについて聞きました。HACCP導入については、
９割超が取り組み済み、もしくは意欲的であることが
わかりました。

●

―和歌山県漬物製造事業者アンケート調査（2019年2月調査）―

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
へ
の
取
り
組
み

　

国
内
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
が
最
多

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、食
品
の
製
造
過
程

で
、汚
染
な
ど
の
危
害
要
因
を
防
ぐ
工

程
管
理
シ
ス
テ
ム
で
す
。Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

の
導
入
状
況
を
聞
い
た
と
こ
ろ「
導
入

し
て
い
る
」と
回
答
し
た
者
は
一
八
・

四
％
で
し
た
。三
六
・
七
％
が「
既
に
検

討
中
で
、数
年
内
に
導
入
予
定
で
あ

る
」、三
八
・
八
％
が「
制
度
化
の
内
容

を
確
認
の
う
え
導
入
を
検
討
す
る
」と

回
答
し
ま
し
た
。九
割
超
の
事
業
者
が

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入
に
取
り
組
み
済
み
、

も
し
く
は
意
欲
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。な
お
、「
今
後
も
導
入
す
る

予
定
は
な
い
」は
六
・
一
％
で
し
た
。

　
「
導
入
済
み
」「
導
入
を
検
討
す
る
」と

回
答
し
た
者
に
、導
入（
取
得
）済
み
、も

し
く
は
今
後
導
入（
取
得
）・
検
討
予
定

の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
関
連
の
認
証
の
種
類
に

つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、自
治
体
や
業

界
団
体
に
よ
る
国
内
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認

証
が
六
三
・
三
％
、自
社
で
自
主
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
が
二
六
・
五
％
、国

際
的
な
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
は
八
・
二
％

と
な
り
ま
し
た（
図
1
）。

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入
の
契
機
に
つ
い

て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
関

す
る
制
度
改
正（
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
義
務
化

等
）」が
五
七
・
一
％
、「
異
物
混
入
等
の

食
品
事
故
を
契
機
と
す
る
消
費
者
の
意

識
向
上
」が
三
〇
・
六
％
、「
業
界
団
体
の

指
導
」が
二
六
・
五
％
、「
取
引
先
か
ら
の

要
請
」が
二
一
・
二
％
と
な
り
ま
し
た

（
図
2
）。義
務
化
以
外
に
も
業
界
団
体

や
取
引
先
か
ら
の
要
請
が
強
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入
の
際
の
課
題（「
導

入
す
る
予
定
が
な
い
と
回
答
し
た
者
」

に
は
、導
入
が
困
難
な
理
由
）を
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
施
設
・
設
備
の
整
備
に
か
か

る
資
金
」「
導
入
後
に
か
か
る
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
や
記
録
管
理
コ
ス
ト
」「
管
理
手
順

が
複
雑
」「
導
入
ま
で
に
か
か
る
費
用
」

が
上
位
に
な
り
ま
し
た（
図
3
）。導
入

ま
た
は
導
入
後
に
か
か
る
費
用
が
負
担
、

管
理
手
順
が
わ
か
り
に
く
い
と
感
じ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

さ
ら
に「
導
入
す
る
予
定
は
な
い
」と

回
答
し
た
者
で
は「
導
入
で
き
る
人
材

が
い
な
い
」が
一〇
〇
％
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
特
に
人
材
面
を
課
題
と
考
え
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

農
業
参
入
に
つ
い
て

　

二
割
超
が
既
に
参
入
済
み

　

農
業
参
入
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

聞
い
た
と
こ
ろ
、二
四
・
五
％
の
事
業
者

が「
既
に
参
入
し
て
い
る
」と
回
答
し
ま

し
た
。ま
た「
参
入
を
検
討
、ま
た
は
計

画
し
て
い
る
」が
八
・
二
％
、「
参
入
に
関

心
が
あ
る
が
、検
討
し
て
い
な
い
」が
三

四
・
七
％
で
、こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、

六
割
超
の
事
業
者
が
農
業
参
入
に
意
欲

的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。な

お
、「
参
入
に
関
心
が
な
い
」は
二
六
・

五
％
「
参
入
を
断
念
し
た
、撤
退
し
た
」

は
六
・
一
％
で
し
た
。

　
「
参
入
済
み
」「
検
討
ま
た
は
計
画
中
」

の
者
に
、農
業
参
入
の
目
的
に
つ
い
て

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
原
材
料
の
安
定
的
な

確
保
」が
三
九
・
四
％
と
最
も
多
く
な
り

ま
し
た（
図
4
）。

　
「
参
入
済
み
」の
者
に
対
し
て
、農
業

部
門
が
黒
字
化
す
る
ま
で
に
要
し
た
期

間
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、五
年
以
内
に
黒

字
化
し
た
事
業
者
は
五
〇
％
で
し
た
。

一
方
で「
黒
字
化
ま
で
一
〇
年
以
上
を

要
し
た
」が
二
〇
％
、「
現
在
も
赤
字
」が

一
〇
％
と
な
り
、農
業
参
入
が
必
ず
し

も
利
益
に
直
結
し
て
い
な
い
実
態
も
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た（
図
5
）。　

　
「
参
入
済
み
」「
検
討
ま
た
は
計
画
中
」

の
者
に
、農
業
参
入
に
あ
た
っ
て
の
課

題
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
人
材
の
確
保
」

が
八
七
・
五
％
と
最
も
多
く
な
り
ま
し

た（
図
6
）。次
に「
採
算
性
の
判
断
」が

六
二
・
五
％
、「
技
術
習
得
」が
五
〇
・

〇
％
と
続
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　

（
和
歌
山
支
店
）

【
調
査
概
要
】

⃝

調
査
時
期　

二
〇
一
九
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一
～
二
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⃝

調
査
方
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郵
送
に
よ
る
配
布
、回
収

⃝

調
査
対
象
：
和
歌
山
県
内
の
和
歌
山
県
漬
物

組
合
連
合
会
会
員
八
四
社
お
よ
び
県
内
の
漬

物
製
造
事
業
者
三
社

⃝

有
効
回
収
数　

四
九
社（
回
収
率
五
六
％
）
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参入年から黒字化

10年以内に黒字化
5年以内に黒字化
3年以内に黒字化

黒字化まで10年以上を要した
現在も赤字

図1　HACCP関連の認証の種類（複数回答）

0 20 40 60 80（％）

自治体によるHACCP認証、
業界団体によるHACCP認証など

自社で自主的に
取り組んでいるもの

国際的なHACCP認証によるもの
（FSSC22000、ISO22000など）

厚生労働省による
総合衛生管理製造過程認証制度

（マル総）
輸出先国が求める

HACCP認証によるもの
（対米HACCP、EU-HACCPなど）

63.3

26.5

8.2

6.1

0.0

図2　HACCP導入の契機（複数回答）

0 20 40 60 80（％）

HACCPに関する制度改正
（HACCP義務化等）

海外輸出・海外展開

異物混入等の食品事故を契機
とする消費者の意識向上

米国やEU等におけるHACCP
制度化の動き

業界団体の指導

工場の新設、改修等の設備投資

取引先からの要請

その他

57.1

30.6

4.1

26.5

2.0

21.2

2.0

8.2

図4　農業参入の目的（複数回答）

0 10 20 30 40（％）

原材料の安定的な確保

地域貢献

経営の多角化

原材料の調達コストの削減

トレーサビリティーの確保

雇用対策（人材の有効活用）

本業商品の付加価値化・差別化

利益の確保

その他

企業のイメージアップ

39.4

18.2

15.2

6.1

18.2

12.1

3.0

18.2

18.2

9.1

図3　HACCP導入の際の課題/導入が困難な理由（複数回答）
施設・設備の整備（初
期投資）にかかる資金

HACCP導入後にかかるモ
ニタリングや記録管理コスト

HACCPの管理手順
が複雑

HACCP導入までにかかる費用（コ
ンサルタントや認証の手数料など）

HACCP導入手続き
の手間

従業員に研修を受けさせる時
間内・金銭的余裕がないこと

58.7

50.0

50.0

45.7

41.3

39.1

0 20 40 60 80 100（％）

従業員に研修・指導を受けさせ
たいが適切な機会がないこと

HACCPを導入でき
る人材がいない

導入の効果（取引先の信頼獲
得など）が得られるか不透明

その他（具体的に）

特に問題はない

19.6

13.0

6.5

2.2

2.2

66.7

33.3

66.7

100

66.7

33.3

66.7

33.3

33.3

0.0

33.3

HACCPを「導入している」・
「数年内に導入予定であ
る」・「制度化の内容を確認
のうえ導入を検討する」と
回答した事業者
HACCPを「導入しておら
ず、今後も導入する予定は
ない」・と回答した事業者

図6　農業参入の課題

人材の確保

採算性の判断

技術習得

資金調達

地元との調整

農地または事業地
の確保

87.5

62.5

50.0

43.8

37.5

31.3

0 20 40 60 80 100（％）

制度・手続き

流通・販売経路の確保

その他

18.8

6.3

0.0

図5　農業部門が黒字化するまでにかかった期間
10％ 20％

20％

10％

20％

20％

農業参入について HACCPへの取り組み


